
20２４ 技術系官庁ガイド
～沖縄県内所在の国の機関における業務内容や魅力を紹介～



 

この「技術系官庁ガイド」は、主に沖縄に所在す

る国の機関を掲載し、技術系区分から採用された

国家公務員がどんな仕事をしているのかを知って

いただくためのものです。

その他にも、採用試験の情報や沖縄管内の採

用状況等を掲載しています。

国家公務員を目指している方はもちろんのこと、

国家公務員に少しでも関心のある方は、是非ご覧

ください。

人事院沖縄事務所
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出入国在留管理庁

中央労働委員会

※令和５年４月時点

那覇検疫所  

国立療養所沖縄愛楽園
行政執行法人

国立療養所宮古南静園

門司地方海難審判所那覇支所

九州厚生局沖縄事務所

厚生労働省 防衛装備庁消費者庁

九州厚生局沖縄麻薬取締支所

沖縄労働局 

九州厚生局沖縄分室

国家公務員採用試験
イメージキャラクター

KOHちゃん

こども家庭庁

カジノ管理委員会

沖縄奄美自然環境事務所

文部科学省
原子力規制委員会

駐留軍等労働者労務管理機構沖縄支部

金融庁

スポーツ庁
防衛省

文化庁 沖縄防衛局

財務省 運輸安全委員会事務局那覇事務所

皇宮警察本部

沖縄地区税関 海上保安庁

第十一管区海上保安本部

警察庁

国税庁

個人情報保護委員会

国税不服審判所沖縄事務所
環境省沖縄国税事務所　

観光庁
那覇公安調査事務所

国家公安委員会

気象庁
外務省 沖縄気象台

外務省沖縄事務所　 
運輸安全委員会

九州管区警察局
沖縄県情報通信部

国土交通省

沖縄総合事務局

福岡出入国在留管理局那覇支局

宮内庁

国土地理院沖縄支所

公安審査委員会 大阪航空局那覇空港事務所

公正取引委員会

公安調査庁

沖縄総合通信事務所 動物検疫所沖縄支所

那覇産業保安監督事務所

人事院
資源エネルギー庁

人事院沖縄事務所

九州森林管理局沖縄森林管理署

内閣法制局

デジタル庁

水産庁

会計検査院

沖縄行政評価事務所 那覇植物防疫事務所

公害等調整委員会 林野庁

那覇少年鑑別所

那覇保護観察所

九州地方更生保護委員会那覇分室

復興庁

特許庁

中小企業庁

法務省
経済産業省

国家安全保障会議

福岡高等検察庁那覇支部

那覇地方検察庁

消防庁

内閣府

那覇地方法務局

沖縄刑務所

沖縄少年院・沖縄女子学園

内　閣

総務省 農林水産省

◆　国の行政機関組織図　◆

内閣官房

K

まずは国の行政機関組織図！
黄色枠の機関が

沖縄管内所在の機関で、
赤字の機関がこのガイドで
紹介している機関だよ
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各機関の紹介
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内閣府沖縄総合事務局

土木区分の主な業務

全区分（一般職試験（大卒程度試験））

01

02
島しょ県である沖縄において、港湾は経済活動、県民生活、更には災害対応に欠かせない重要なインフ

ラである。このため、物流機能強化を目指し、那覇港新港ふ頭地区において、RORO船の大型化及び取扱貨

物量の増加に対応するため、新たな岸壁の整備とふ頭用地の拡張を行う。また、那覇港の臨港道路や平良

港の耐震強化岸壁の整備、竹富南航路の保全・管理等にも取り組む。また、近年の大型外航クルーズ船に

対応するため、那覇港、平良港及び石垣港等においてクルーズ船ターミナルの整備を推進し、沖縄県経済

の発展に大きく貢献している。

採用区分

02

那覇港第二クルーズバース 平良港複合一貫輸送ターミナル

港湾整備

01
那覇空港自動車道（小禄道路の整備）

道路整備

完成イメージ図(豊見城・名嘉地ＩＣ付近)

那覇空港自動車道、沖縄西海岸道路等の幹線道路をはじめとする道路ネットワークの整備等を推進。地域

や拠点間の連携及び空港・港湾アクセスの強化を推進し、生産性向上による成長力を強化、那覇都市圏をは

じめとする交通渋滞緩和を目的として整備を推進している。

小禄道路の整備により、空港から沖縄自動車道までの高速ネットワークが形成され、空港への定時性・速

達性の向上が期待される。
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03

先輩職員に聞く仕事の魅力！

２０２２年　沖縄総合事務局採用（電気区分）

２０２２年　開発建設部空港整備課　現職開発建設部空港整備課 田場　悠人

将来の航空需要に適切に対応するとともに、

観光立県沖縄の持続的発展に資するよう、那

覇空港第二滑走路を整備した（令和２年３月

供用開始）。

現在は、ターミナルビル前面の高架道路の

延伸及びエプロンの新設整備等により、空港

の利便性や機能向上に取り組んでいる。

03 空港整備

那覇空港

那覇空港の整備で沖縄を支える

令和４年４月に入局した田場です。私が所属する空港整備課は、

那覇空港の整備を行っています。その中で私が担当している業務は、

滑走路増設に係る環境調査を担当しています。私は大学では電気を専

攻しており、環境調査や土木について全くの専門外でしたが、職場の

雰囲気が良く、質問し易い環境で分かりやすく説明してもらえるので、

私でも問題なく業務を行うことができました。さらに、安全パトロー

ルのため滑走路を歩きながら点検したり、大型の航空機や工事車両を

間近で見れたりなど、日常生活では得られないダイナミックで貴重な

経験をすることもできます。

皆さんもぜひ、沖縄総合事務局に入局し、一緒に沖縄の玄関口であ

る那覇空港の機能強化を進めて沖縄を発展させていきましょう！
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04

05

06

デジタル・電気・電子区分の主な業務

07

建築区分の主な業務

「営繕」とは、建築物の新築、増築、

改築、修繕、模様替え等の工事を指し、

国の機関が使用する事務庁舎、研究施

設、教育文化施設等の官庁施設の整備

や、官庁施設が常に適正な機能を維持

できるように技術的な指導を行ってい

る。

焼失した首里城については、現在、早

期復元へ向けて取り組んでおり、令和４

年に正殿復元工事に着手、令和５年には

正殿の柱や梁の組み立てが始まり、令和

８年の正殿復元に向けて工事を進めてい

る。また、沖縄美ら海水族館の整備等、

沖縄の持続的な観光振興の中核となる施

設整備を行っている。

04

05

官庁営繕

公園整備

国立劇場おきなわ

首里城正殿復元整備

那覇第２地方合同庁舎

沖縄美ら海水族館

07

政策を最前線で支える国家

公務員が、 全国どこに配置

が換わったとしても、 安心

して迅速に職務を遂行でき

るように 「国家公務員合同

宿舎」を 整備している。

国家公務員合同宿舎の建築及び維持管理

浦添住宅 石垣第四住宅

電気は、生活や産業活動を支える大切なエネルギー

であるため、発電所の維持や電気事故防止対策に取り

組み、平時の安定供給のみならず、災害時の早期復旧

に努めている。

また、資源の限られた我が国において、電源の多様

化や地球温暖化対策に向けて、太陽光や風力などの

「再生可能エネルギー」の導入拡大を図っている。

さらに、地域分散型エネルギーの開発等を通して、

スマートコミュニティの実現に向けて取り組んでいる。

06

スマートコミュニティのイメージ

（出典：資源エネルギー庁）
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機械区分の主な業務

08 09

先輩職員に聞く仕事の魅力！ ２０２２年 沖縄総合事務局採用（選考）

　　　　　 陸運事務所 輸送部門 運輸企画専門官

２０２３年 陸運事務所 整備部門 陸運技術専門官

                  現職

運輸部

陸運事務所（整備部門） 平良　勇登

道路運送車両の保安基準に基づく検査

を実施。自動車の検査には、新規検査、

継続検査、構造等検査及び街頭検査など

がある。

船舶の安全運航のため、船舶及び船舶

の諸設備の検査を実施している。船舶検

査には、定期検査のほか、中間検査、臨

時検査、臨時航行検査などがある。

08 09

私は機械区分で採用され、運輸部の出先機関である陸運

事務所の輸送部門で、事業者からの届出・許認可等の申請

対応を１年経験した後、整備部門に異動になりました。現

職では自動車の検査に関する申請の処理、離島等への出張

検査、各種講習開催、不正改造等の排除を目的とした街頭

検査等、幅広い業務に携わっています。車社会の沖縄で、

業務の一つ一つが交通の安全・安心に直結しているという

ことに、「やりがい」を感じています。

様々な業務に携わることで成長し続けることのできる環

境である一方、不安や心配も出てきますが、頼れる先輩方

のご指導のもと、安心して新たな業務に挑戦できる職場環

境に、強く魅力を感じています。
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10

先輩職員に聞く仕事の魅力！

２０１９年 沖縄総合事務局採用（農業農村工学区分）

　　　　　 土地改良総合事務所

２０２１年 農林水産部農村振興課

２０２２年 石垣島農業水利事業所　現職 石垣島農業水利事業所 照屋　太悟

農業農村工学区分の主な業務

沖縄の農林水産業の振興、農山漁村の活性化を図っていくために、かんがい排水施設、集落排水施設、

林道、漁港などの農林水産業の生産及び農山漁村の生活基盤の整備をはじめ、各種事業に対する助成、

指導や食の安全・安心を確保するための業務を行っている。

例えば、台風や干ばつなど厳しい気象条件の中で、生産性の高い農業を実現するために必要な水源の

確保のため、地下ダム等のかんがい排水施設の整備を進めている。

地下ダムの仕組み

工事現場の立会

私は、農業農村工学区分で採用され、土地改良総合事務所

や農村振興課、石垣島農業水利事業所で勤務を経験してきま

した。

土地改良総合事務所では、かんがい排水施設の現況調査や

既に整備した施設の更新時期の計画を策定する等、施設の保

全計画に関わる業務を行っていました。

現在は、石垣島北部及び西部へ新たに農業用水を送水する

ためのパイプライン建設工事や送水ポンプ施設の工事監督業

務を行っています。

業務を行う上で技術的知識や経験を必要としますが、上司

から助言をいただいたり、様々な研修に参加するなど、自己

研鑽に励みながら業務に取り組んでいます。また、研修には

同年代の職員が全国から参加するため、各地方の職員と交流

を深められることは魅力の一つだと思います。

10
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農学・林学区分の主な業務

11

■お問い合わせ先

内閣府沖縄総合事務局総務部人事課任用係

〒900-0006 那覇市おもろまち２丁目１番１号 那覇第２地方合同庁舎２号館

TEL：０９８－８６６－００４５

https://www.ogb.go.jp/

11

沖縄の農林水産業の振興のため、①食料・農業・農村に関する施策の普及・地域の実態の把握、

②農業・林業・水産業・食品産業の振興、③農業経営の改善、④農村・漁村・中山間地域の活性

化、⑤食品表示の監視・指導と消費者行政、⑥農林水産統計の作成、など地域の実情に合った各

般の施策を実施している。

具体的には、意欲のある経営体の育成に必要な生産･加工施設の整備、治山施設、漁港等のイン

フラ整備及び農山漁村の生活基盤の整備をはじめ、各種事業に対する助成、指導や食の安全・安

心を確保するための業務を行っている。

生産施設（ハウス）の整備 防風林の造成 えのきたけの生産

8



写  真

沖縄県情報通信部
機動通信課 運用第一係

２０２１年 九州管区警察局採用
      沖縄県情報通信部通信庶務課
２０２２年 沖縄県報通信部機動通信課

02

九州管区警察局（沖縄県情報通信部）

主な業務

技術系全区分

01

先輩職員に聞く仕事の魅力！

事件解決の糸口をつかんだり、犯罪を立証した
りするため、押収した電子機器から証拠となる情
報を抽出・解析するなど、都道府県警察が行う犯
罪捜査を技術面からサポートしています。
また、不正プログラムの解析、重要インフラ事

業者等との連携、サイバー攻撃発生時における緊
急対処活動など、サイバー攻撃の未然防止・被害
拡大防止や攻撃の実態解明に向けた幅広い取組を
実施しています。

02

主な採用区分

警察情報通信の特徴は、警察独自に整備・運用・保守している各種情報通
信システムにあります。それを維持・発展させていくことは国民の安全安心
を守ることに繋がり、他の職種では経験できない大きな魅力です。
私たちの業務は、警察活動の生命線ともいえる重要な役割を担うため、そ

の責任の大きさから不安を感じることもありますが、警察情報通信学校での
充実した研修や先輩方からの日々の温かいご指導もあり、今では誇りと使命
感を持ち、充実した気持ちで日々業務に取り組んでいます。
皆さんも技術者として警察業務に従事してみませんか。

■お問い合わせ先
九州管区警察局沖縄県情報通信部通信庶務課
〒900-0021 那覇市泉崎１－２－２ 沖縄県警察本部 ７階
TEL：０９８－８６２－０１１０ 内線６０１１、６０１３ https://www.kyushu.npa.go.jp

01 「警察の神経系統」である無線機等の各種通信
機器や無線中継所の通信施設が常に万全の機能を
発揮できるように、平素から点検、調整、監視と
いった維持管理業務を行っています。
また、警衛・警護警備、事件・事故・災害等に

迅速かつ的確に対応するため、情報伝達手段のた
めの通信機器を設置、運用、現場映像を撮影し、
警察本部等へ伝送を行っています。
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業務部統括審査官

（通関総括第１部門）付 大城　康輝

2018年　沖縄地区税関採用

　　　　 那覇空港税関支署統括審査官（通関第２部門）付

2019年　財務省関税中央分析所

2020年　沖縄地区税関業務部統括審査官（通関部門）付

2021年　現職

沖縄地区税関

化学区分の主な業務

化学

01

先輩職員に聞く仕事の魅力！

■お問い合わせ先

沖縄地区税関総務部人事課人事係

〒900-0025 那覇市壺川３－２－６ 壺川ビル３階

☎098-996-5514 📠098-996-5518

https://www.customs.go.jp/okinawa/

税関では違法薬物の密輸防止や適正かつ公正な通関手続きのため、薬物や食品・

農林水産物・プラスチック・木材・界面活性剤・ゴムなど様々な物品の成分又は

材質を分析している。

違法薬物に関しては、海外旅行客が携帯品として持ち込もうとしている荷物、

航空機や船舶で運んできた輸入貨物の中に隠匿された物品等様々な手口で密輸入

される違法薬物を，高度な専門知識や最先端の機器を駆使して分析試験を行って

いる。

また、適正かつ公正な通関手続きに資するものとしては、輸入申告された航空

機燃料の分留性状・引火点・比重などの物性試験や、フルーツジュースや飼料用

の糖などの定量試験や定性試験など、適用される関税率を決めるために必要な成

分分析を行っている。

最近では世界的に大麻を合法化する流れが出てきていることや、国内でもＣＢ

Ｄのような大麻由来の成分を用いた製品も増えてきていることから、組成分析に

よりいわゆる大麻取締法に該当する大麻製品かどうかを判別する試験も多い。

主な採用区分

取締りや通関の現場で発見された違法薬物疑義物

品の分析や、適正に輸入通関を行うために関税率を

決定するための成分分析を行っています。薬物や食

品、無機物、有機物と様々なジャンルの貨物を分析

するため、業務をこなすうちに幅広い知識が身につ

くのが楽しいです。また、薬物分析については、分

析の結果が違法薬物の密輸阻止につながるので、安

心安全な社会づくりに貢献できることから非常にや

りがいを感じています。

01

10



先輩職員に聞く仕事の魅力！

沖縄支所　那覇空港出張所

検疫員 鈴木  梓那

2020年12月　採用　動物検疫所成田支所

旅具検疫第1課配属

2023年4月　現職

動物検疫所

獣医、畜産区分の主な業務

獣医（農林水産省獣医系技術職員採用試験（国家公務員採用総合職試験（院卒者試験）相当））

畜産（農林水産省畜産系技術職員採用試験（国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）相当））

01

02

動物検疫所は、海外から輸入される動物や畜産物などを介して家畜の伝染

病の国内侵入を防止するため、空港や港、郵便局で検査業務を行っている。

沖縄支所での主な業務は飛行機やクルーズ船で入国する乗客が持ち込む肉

製品等の輸入検査や渡航先での家畜関連施設への立入りの有無等について

の口頭質問、犬猫の輸出入検査、航空・船舶貨物の畜産物の輸出入検査で

ある。

主な採用区分

■お問い合わせ先

農林水産省大臣官房秘書課（獣医） 農林水産省畜産局畜産振興課（畜産）

〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1

電話：03-3502-8111 （獣医：内3008）（畜産：内4853）

http://www.maff.go.jp/aqs/job/employ.html

動物検疫所では、手荷物や国際郵便物の中から肉製品等を嗅ぎ分けて発見する

訓練を受けた動植物検疫探知犬を導入しており、アフリカ豚熱や口蹄疫などの

家畜の伝染病が日本へ侵入することを防ぐ重要な役割を担っている。

（検疫探知犬紹介動画、農林水産省公式YouTubeチャンネルで公開中！）

01

02

私は大学で学んできたことが生かせる仕事がしたい、大好きな牛乳とお肉を

作ってくれる日本の畜産農家の方を支える仕事がしたいと考えたため、農林水産

省動物検疫所に就職しました。

犬猫の種類や消毒薬の作用機序、ピペット操作など、想像していたよりも大学

で学んだことを生かす機会もありつつ、エクセル統計や多言語、ポスター作製な

ど新たに学べることもあるのがこの仕事の魅力だと私は思います。

また全国転勤や他機関への出向も可能であることも、この仕事の魅力です。

採用されてから現在まで、私は国際空港で海外から日本に入国する旅客の携帯品

検査や犬猫の輸出入を主な業務として行っています。

動物検疫所はインターンも実施しているので、就職の選択肢として考えている

方はインターンの参加をお勧めします。
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大阪航空局　那覇空港事務所

土木、デジタル・電気・電子、建築、機械

01

土木区分の主な業務

先輩職員に聞く仕事の魅力！ ２０２２年　大阪航空局採用
　　　　　　那覇空港事務所　施設部
　　　　　　施設運用管理官（基本施設担当）
２０２２年　現職角　詞奈子施設運用管理官（基本施設担当）

先任施設運用管理官付

私は、空港機能の供用性、航空機の運航に対する安定性
を確保するため、航空機の離発着に必要な基本施設（滑走
路、誘導路、エプロンなど）をはじめ、空港の機能を確保
する上で必要な構内道路などの空港土木施設の点検や維持
および修繕を行っています。
私自身は、大阪航空局の採用ですが、現在は那覇空港事

務所に勤務しており、日本全国に転勤があるというところ
は航空局ならではの魅力だと感じています。また、空港と
いう特殊な施設の維持管理はなかなか携われる機会も少な
いと感じており、土木職の中でも魅力的なところの一つで
す。
最後に、土木職の女性職員は少ないですが、私自身何一

つ不自由なく仕事ができています。男女問わず、航空機に
興味がある方、施設の維持管理に関わりたい方など、少し
でも興味のある方は一緒に働いてみませんか？

主な採用区分

01

滑走路、誘導路、エプロン及び構内道路の他、進入灯橋梁、共同溝及び貯水槽など、空港の地
上・地下にある様々な土木施設が空港の機能を支えている。これらの施設が常に安全で円滑に機能
するようきめ細やかな点検・維持管理を行っている。

進入灯橋梁 草刈工 自動化施工
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航空灯火・電気技術官
先任航空灯火・電気技術官付

デジタル・電気・電子区分の主な業務

02

先輩職員に聞く仕事の魅力！ ２０２０年　大阪航空局採用
　　　　　　那覇空港事務所　管制保安部
　　　　　　航空灯火・電気技術官
２０２２年　現職増田　裕貴

20201015沖総局撮影・使用

那覇空港 空港施設概念図

航空灯火

私は現在、主に航空灯火や電気施設の運用及び保守
の監督業務を行っております。
業務で扱う施設を24時間365日何ごともなく運用す

ることが、航空機の安全・安心運航に不可欠です。
当該業務を行うためには様々な技術の習得が必要で

私はまだ学ぶことが多くありますが、業務を行ってい
る時に航空機が目の前で離着陸するところを見ると、
自分の業務が空港の運用の一端を支えているという誇
りが感じられ、とてもやりがいのある仕事だと実感し
ながら日々業務に励んでおります。

航空灯火は夜間や悪天候時であっても灯火により滑走路の形状等をパイロットに伝える施設であ
る。また電気施設は空港内で使用される各施設に電源を安定して供給する施設である。これらの施
設は空港の運用に欠かせない重要な施設で、航空灯火・電気技術官はその管理・運用・保守並びに
整備を行っている。

電気施設

02
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施設運用管理官（付帯施設担当）
先任施設運用管理官付

建築区分の主な業務

03

先輩職員に聞く仕事の魅力！ ２０１８年　東京航空局採用　空港部　建築室
２０２０年　大阪航空局　空港部　空港企画調整課
２０２２年　那覇空港事務所　施設部
　　　　　　施設運用管理官（付帯施設担当）
２０２２年　現職佐々木　渓太

空港管理・運用の拠点となる庁舎・管制塔、航空保安施設を格納する局舎、空港の消火救難体
制の要となる消防庁舎、維持作業用車両格納のための各種車庫等の様々な建築施設の営繕業務を
主体としつつ、空港整備計画等の企画・立案、災害対策や空港周辺環境対策など幅広い業務を
行っている。

管制塔整備事例

私が航空局を志望した理由は、幼少期から空港という多数の人
が利用する施設に興味があったことがきっかけです。
入省5年目の現在は、那覇空港にて航空無線施設や立体駐車場等

の空港運用に必要不可欠な施設の老朽化対策工事や沖縄県内(離島
含む)にある施設の点検・保守を担当しており、技術面から空港を
支えております。
航空局の建築職の魅力として、利用者の立場となって業務に励

めることです。旅客が使用する建物や職員が住む宿舎など利用者
の意見を聞きつつ、意見を反映させながら工事が終了した際には
利用者の役に立てたと実感することができます。
私たちの業務の根底には、航空業界を支える使命があり日々や

りがいをもちながら業務に取り組んでいます。
皆さんも一緒に航空業界を支える職場で働きましょう。

那覇空港管制塔

工事監督業務 工事打合業務 第2消防庁舎(R3d竣工)

新築工事現場

那覇空港航空写真

03
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牧鶴　葵尉

04

先輩職員に聞く仕事の魅力！
２０１５年　東京航空交通管制部採用　施設運用管理官
２０１６年　成田空港事務所　総務部　施設運用管理官
２０１８年　宮崎空港事務所　施設運用管理官
２０２１年　那覇空港事務所　施設部
　　　　　　施設運用管理官（広域施設担当）
２０２２年　現職

施設運用管理官（広域施設担当）
先任施設運用管理官付

機械区分の主な業務
04
空港用化学消防車

非常用発電設備

航空機の運航や空港の運用を支えるために、専門の技術職として国が管理する空港などに設
置する機械施設の工事や運用・保守、特殊車両の製造・保守などを主体としつつ、空港整備計
画や空港の安全監督など幅広い業務に従事している。

【志望動機】
私は、工業高校在籍時、工業系の企業や工場に就職することを考えていましたが、公務員という

人に尽くす仕事に興味を持ち、消防士や警察官、自衛隊の他にも多くの職種があることを知り、国
土交通省航空局を志望しました。那覇空港は施設規模も大きく、離島（久米、宮古、下地、石垣、
与那国、南大東、多良間）空港の非常用発電設備や航空無線施設用空気調和設備も管理しています。
そのため多くの機械職員が在籍しており、色々な業務経験ができるため、那覇空港事務所への異動
を希望し、勤務しています。

【現在の仕事の紹介】
那覇空港は本島施設の他、離島空

港の航空無線施設用空気調和設備や、
空港用の化学消防車の保守運用及び
管理を担当しています。航空機に搭
乗する度、窓から、航空無線用施設
や空港用化学消防車が見え、航空機
運航の゛安全゛に貢献できる、とて
もやりがいのある仕事だ！と実感し
てます。
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■お問い合わせ先
国土交通省大阪航空局総務部人事課人事第一係
〒５４０－８５５９ 大阪市中央区大手前３－１－４１ 大手前合同庁舎
TEL：０６－６９３７－２７０４
https://www.cab.mlit.go.jp/wcab/recruit/

【体験談】
那覇空港事務所は出張が多々あるので、離島先のホテルやお店で、その

島ならではの食べ物や風景を見るのが楽しみになっています。また、航空
局は「男の育休・産休」にも力を入れており、出産のサポートや子育て等
にも専念できます。私も、第3子の誕生後、約１ヵ月程の育児休暇を取得し
ました！
【国家公務員を目指す方へのアドバイス】
私たちが普段行っている業務で航空機が安全に運航でき、航空機を利用

される方のために貢献できる、とてもやりがいのある仕事です。また、こ
れからさらに躍動していく日本の空を支える仕事です。是非、国土交通省
航空局で一緒に働きましょう！

16



03

04

沖縄気象台

物理、化学、デジタル・電気・電子、土木区分の主な業務

物理、化学、デジタル・電気・電子、土木

01

02

気象庁の業務は、自然現象を常時監視すると共に、気象、地
震、津波、火山活動に関する情報を発表している。それらの業
務は幅広く、また異なる業務であってもそれぞれ少なからず関
連があるため、採用区分にこだわらず様々な業務に携わること
ができる。

01

主な採用区分

02

沖縄気象台では気象状況を24時間体制で
監視し、観測データや数値予報をもとに気
象災害の防止・軽減、二次災害防止を目的
とした防災気象情報や、日々の生活を支え
る天気予報などを発表している。

たえず変化している大気の状態を把握する
ために、沖縄気象台では気圧・気温・湿度・
降水量・風向・風速・日照時間等を観測して
いる。このうち、地面からの熱や人工物の影
響を避けるために芝生が植えられた「露場」
と呼ぶ場所に、気温・湿度・降水量の観測機
器を設置している。これらの観測システムを
維持するため、観測器材の管理や計画的な機
器のメンテナンス業務も担っている。

03

多くの職員で情報を共有しながら、毎日の
予報業務を行っている。数値予報による予測
精度は年々進歩しているが、最後に決断を下
すのは長年経験を積んだ予報官である。

04

沖縄気象台の露場
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05

先輩職員に聞く仕事の魅力！

那覇航空測候所
現業班技術主任 赤嶺

あかみね

 拡
ひろむ

2016年 那覇航空測候所 観測課 採用
2018年 石垣島地方気象台
2021年 那覇航空測候所
2023年 那覇航空測候所 現業班技術主任 現職

06

■お問い合わせ先
沖縄気象台総務課人事係
〒900-8517 那覇市樋川１－１５－１５ 那覇第一地方合同庁舎 西棟５階
TEL：０９８－８３３－４２８１
https://www.data.jma.go.jp/okinawa/

災害発生時において、今後の防災気象情報の改善に資するよう、現象の実態解明のため職員【気
象庁機動調査班(JMA-MOT)】を派遣し、現地調査を行っている。写真は突風調査の様子。突風によ
り木が折れている。地域住民からの聞き込みなども行い、各種情報を収集・共有・整理し、調査結
果について、迅速に地元自治体に報告すると共に、報道にも公表している。

05

06 沖縄県内各地には、観測データを収集するた
め様々な観測地がある。写真は地震観測局であ
る。多様な地震動(揺れの大小、周期の長短な
ど)を観測するために、各種の地震計を設置して
いる。
その他にも潮位観測施設などがあり、潮位を

リアルタイムで観測し、潮位や津波の監視に利
用している。

現在は那覇航空測候所という職場で空港に特化した気象情報を発信す
る業務をしています。台風はもちろん、より細かい現象を対象に予報す
る事は厳しい一面がある一方でやりがいを感じながら日々奮闘していま
す。大学の専攻は物理でしたが、気象庁には物理以外でも化学や電子・
情報・土木の分野から入庁される方もおり、専門的な知識の習得は充実
した研修制度と周りからの指導でおのずと身に付きます。
プライベートでは4児の父です。これまで2度の育児休業も取得し、職

場と家庭をなんとか両立しながら、充実した毎日を過ごしています。
みなさんと「気象庁」で一緒に働けることを楽しみにしております。
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 技術区分（施設管理・保守業務、船舶造修・保守事務、航路標識整備事務）

02

01

第 十 一 管 区 海 上 保 安 本 部

 施設管理・保守業務

 船舶造修・保守事務

03  航路標識整備事務

海を舞台に活躍する海上保安庁にとっ

て非常に重要なもののひとつが巡視船

艇である。その維持整備を担うのが船舶

技術部であり、船艇からの故障情報を受

け、復旧のための技術指導や仕様書の

作成、 整備計画の策定を行っている。

巡視船艇の係留に必要な岸壁や浮桟橋

の整備、業務に必要な庁舎や船艇倉庫の

建設、老朽化した庁舎や宿舎の改修、修繕

など専門的な知識を必要とする業務を幅広

く行い、海上保安業務を支えている業務の

ひとつである。

01

■お問い合わせ先

第十一管区海上保安本部総務部人事課第一人事係

〒900-8547 那覇市港町２－１１－１ 那覇港湾合同庁舎

TEL：０９８－８６７－０１１８（内線：２１３４）

02

海上交通の安全を確保するために必要な

航路標識、管制信号所等の整備に関する

調査及び基本設計、建設、保守機器の製

作、修理及び取り付け、並びに試験に関す

る業務を行っている海を安全に航行するた

めに重要な業務である。

03

十一管区HP

https://www.kaiho.mlit.go.jp/11kanku/
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沖縄防衛局

電気・電子・情報、機械、土木、建築区分の主な業務

電気・電子・情報、機械、土木、建築

01

02

防衛局で技術職採用となると、主に「防衛施
設」の建設工事に従事する。
採用された試験区分に応じて、土木区分であ

れば自衛隊の活動拠点となる駐屯地や飛行場等
の土木工事を、建築区分であれば職員が勤務す
る庁舎や航空機格納庫等の建築工事を、電気・
電子・情報、機械区分であればそれぞれの施設
の通信設備や機械設備等の工事を担当する。

01

主な採用区分

航空機整備場

航空機掩体（耐弾格納庫）

滑走路

レーダー施設

02

「防衛施設」とは、自衛隊及び在日米軍の活動拠点として使用するための施設のこと。
防衛局の技術職の大きな魅力は、自衛隊の航空機の離発着に使用する「滑走路」や我が国の

周辺を飛行する航空機を監視するための「レーダー施設」など、防衛省ならではの特殊な施設
の建設工事に携われることである。
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03

写真

先輩職員に聞く仕事の魅力！

2019年 九州防衛局採用（土木区分）
2022年 沖縄防衛局 異動調達部土木課係員 小暮 一輝

土木課では、特殊な施設（火薬庫・滑走路・燃料施設等）をはじめ、
隊員宿舎等の生活環境の整備といった多岐にわたる「ものづくり」を
行っており、自衛隊/在日米軍/関係自治体と密に調整しながら、ユー
ザーに対しより良いものを完成期限内で提供できるよう、日々業務に取
り組んでいます。この完成した施設を、各ユーザーが使用している姿を
見ると国防の一翼を担っている「責任感」とこれまで調整した形が目に
見える「達成感」を味わうことができ、非常にやりがいを感じます。
ぜひ、国防に従事した「ものづくり」をしてみませんか。

■お問い合わせ先
沖縄防衛局総務部総務課人事担当
〒904-0295 中頭郡嘉手納町字嘉手納２９０－９
TEL：０９８－９２１－８１４０ FAX：０９８－９２１－８１６５
https://www.mod.go.jp/rdb/okinawa/

①施設計画 ②調査・設計

03

③建設工事 ④完成検査

実際の業務は、「防衛施設」のユーザーである自衛隊や在日米軍等の関係機関と施設の配置など
の全体計画を調整し、計画が定まると、建設工事に必要な各種法定手続きや測量等を行い、施設の
設計図面を作成する。工事が開始されると、実際に監督官として現場に赴き、工事の進捗状況の確
認や品質管理を行う。工事が完了すると、設計のとおり作成され要求される性能等が満たされてい
るか完成検査を行い、最終的にユーザーへ施設の引き渡しを行うまでの「防衛施設」の計画から完
成までの一連の流れを担当する。
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陸上自衛隊西部方面総監部

防衛省　陸上自衛隊

土木、建築区分の主な業務

土木、建築

先輩職員に聞く仕事の魅力！

２０２３年　現職

那覇駐屯地業務隊

管理科営繕班管財係 中村　圭

陸上自衛隊の技術職で採用されると、防衛技官として、主に「陸上自衛隊駐屯地等の施設維持管

理業務」に従事する。各種工事・点検において、仕様書の作成、CADによる設計、監督及び検査を

担当する。また、国有財産管理や環境保全業務、エネルギー管理業務も担当する。

※防衛省は、全国転勤を前提とした人事管理を行っていたが、２０２２年度から全国を８つの地方

ブロックに区分し、それぞれのブロック内での勤務を基本として人事管理が行われることとなった。

主な採用区分

私は、管理科の営繕班管財係という役職についております。管理

科でも沢山の役職があり、施設の維持補修に関わる業務や施設の建

設に関わる業務、国有財産の管理に関する業務など細かく分けられ

ています。その中で私の業務は、国有財産の管理などを行っていま

す。また他にも、環境保全やエネルギー管理に関する業務なども

行っています。社会人１年目で分からない事だらけではありますが、

周りには親切に教えてくださる先輩方、上司の方々がいるため日々、

自分の成長に繋げて努力しております。

■お問い合わせ先

西部方面総監部人事部人事課職員人事管理室 職員採用担当

〒862-0901 熊本県熊本市東区東町１丁目１－１

TEL：０９６－３６８－５１１１（内線２３１３）
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監
督

官
各

都
道

府
県

労
働

局
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
ge

n
e
ra

l/
sa

iy
o
/
ka

n
to

ku
ka

n
.h

tm
l

航
空

管
制

官
航

空
保

安
大

学
校

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.c
ab

.m
lit

.g
o
.jp

/
as

c
/
e
xa

m
/
in

de
x.

h
tm

l

海
上

保
安

官
各

管
区

海
上

保
安

本
部

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.k
ai

h
o
.m

lit
.g

o
.jp

/
re

c
ru

it
m

e
n
t/

経
験

者
人

事
院

人
材

局
試

験
課

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.ji
n
ji.

go
.jp

/
sa

iy
o
/
sa

iy
o
/
so

n
o
ta

/
so

n
o
ta

.h
tm

l

試
　
　
　
　
験
　
　
　
　
名

給
　

　
与

総
合

職

試
■■

験

院
卒

者
試

験
２
６
８
，
９
２
０
円

大
卒

程
度

試
験

２
４
０
，
８
４
０
円

一
般

職
試

験
　
（
大

卒
程

度
試

験
）

２
３
５
，
４
４
０
円

皇
宮

護
衛

官
　
（
大

卒
程

度
試

験
）

２
６
９
，
５
２
０
円

法
務

省
専

門
職

員
　
（
人

間
科

学
）

※
１

　
　

� ２
６
７
，
４
８
０
円

財
務

専
門

官
２
３
５
，
４
４
０
円

試
　
　
　
　
験
　
　
　
　
名

給
　

　
与

国
税

専
門

官
２
６
９
，
６
４
０
円

食
品

衛
生

監
視

員
２
３
６
，
１
６
０
円

労
働

基
準

監
督

官
２
３
７
，
４
８
０
円

航
空

管
制

官
※
２

　
　
�
２
０
７
，
９
７
２
円

海
上

保
安

官
※
３

　
　
�
１
９
６
，
２
０
０
円

（
注

）
１

　
こ
の
表
は
、「

一
般

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
法

律
」
の

規
定

に
よ

る
も

の
で

、
東

京
都

特
別

区
に

勤
務

す
る

場
合

に
お

け
る

2
0
2
4（

令
和

６
）
年

４
月

１
日

の
　

　
　

 
給

与
の

例
で

す
。

※
１
　

矯
正

心
理

専
門

職
及

び
法

務
教

官
の

例
で

す
。

			



※
２
　

航
空

保
安

大
学

校
（

泉
佐

野
市

）
に

入
校

時
（

研
修

期
間

中
）

の
例

で
す

。
			




※
３
　

海
上

保
安

大
学

校
（

呉
市

）
に

入
校

時
（

研
修

期
間

中
）

の
例

で
す

。
			




２
　

上
記

の
ほ

か
、

次
の

よ
う

な
諸

手
当

が
支

給
さ

れ
ま

す
。

			


扶
養

手
当

・
・
・
・
・
・
扶

養
親

族
の

あ
る

者
に

支
給

。
子

月
額

1
0
,
0
0
0
円

等
		


住

居
手

当
・
・
・
・
・
・
借

家
（

賃
貸

の
ア

パ
ー

ト
等

）
に

住
ん

で
い

る
者

等
に

、
月

額
最

高
2
8
,
0
0
0
円

			



通

勤
手

当
・
・
・
・
・
・
交

通
機

関
を

利
用

し
て

い
る

者
等

に
、

定
期

券
相

当
額

（
１

箇
月

当
た

り
最

高
5
5
,
0
0
0
円

）
等

本
府

省
業

務
調

整
手

当
・
・
・
・
・
本

府
省

の
業

務
に

従
事

す
る

者
に

、
行

政
（

一
）
２

級
の

場
合

、
月

額
8
,
8
0
0
円

。
行

政
（

一
）
１

級
の

場
合

、
月

額
7
,
2
0
0
円

。
期

末
手

当
・

勤
勉

手
当

（
い

わ
ゆ

る
ボ

ー
ナ

ス
）
・
・
・
・
・
・
・
1
年

間
に

俸
給

等
の

約
4
.
5
0
月

分
			


３

　
経

験
者

採
用

試
験

で
採

用
さ

れ
た

者
の

給
与

は
、

採
用

者
の

経
験

年
数

と
同

程
度

の
経

験
年

数
を

有
す

る
職

員
が

受
け

る
給

与
と

の
均

衡
を

考
慮

し
て

　
決

定
し

ま
す

。
			




４
　

行
政

執
行

法
人

に
採

用
さ

れ
た

者
に

は
、

行
政

執
行

法
人

が
定

め
た

給
与

が
支

給
さ

れ
ま

す
。

			




◇
勤
務
時
間
・
休
暇
◇

		


１
　

勤
務

時
間

は
、

原
則

と
し

て
、

１
日

７
時

間
4
5
分

で
、

土
・

日
曜

日
及

び
祝

日
等

の
休

日
は

休
み

で
す

。
		



　
休

暇
に

は
、

年
次

休
暇

（
年

２
０

日
（

４
月

１
日

採
用

の
場

合
、

採
用

の
年

は
１

５
日

）
。

残
日

数
は

２
０

日
を

限
度

と
し

て
翌

年
に

繰
越

し
）

の
ほ

か
、

病
気

休
暇

、
特

別
休

暇
（

夏
季

・
結

婚
・

出
産

・
忌

引
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
）

及
び

介
護

休
暇

等
が

あ
り

ま
す

。
		



　
ま

た
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

（
仕

事
と

家
庭

生
活

の
両

立
）

支
援

制
度

と
し

て
、

育
児

休
業

制
度

等
が

あ
り

ま
す

。
		



２
　

行
政

執
行

法
人

に
採

用
さ

れ
た

者
の

勤
務

時
間

・
休

暇
等

は
、

行
政

執
行

法
人

ご
と

に
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

		


		


◇
各
試
験
の
２
０
２
３
年
度
実
施
状
況
◇

		


　
国

家
公

務
員

試
験

採
用

情
報

Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

 
外

務
省

専
門

職
員

採
用

試
験

 

１
　

外
交

領
事

業
務

に
従

事
す

る
職

員
を

採
用

す
る

た
め

の
外

務
省

専
門

職
員

採
用

試
験

は
、

外
務

省
に

よ
っ

て
次

の
と

お
り

行
わ

れ
ま

す
。

２
　

受
験

案
内

等
の

請
求

そ
の

他
詳

細
に

つ
い

て
は

、
外

務
省

人
事

課
採

用
班

（
〒

1
0
0
-
8
9
1
9

　
東

京
都

千
代

田
区

霞
が

関
2
-
2
-
1
　

電
話

番
号

（
0
3
）

3
5
8
0
-
3
3
1
1

（
内

線
2
1
3
1
）

　
）

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

		


３
　

外
務

省
専

門
職

員
採

用
試

験
の

情
報

は
、

外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
見

ら
れ

ま
す

。

試
験

名
受
　
　
験
　
　
資
　
　
格

受
付

期
間

受
験
案
内
等

配
布
開
始
日

試
　
　
験
　
　
日

合
格

者
発

表
日

外
務

省

専
門
職
員

①
1
9
9
4（

平
成

６
）
.４

.２
～

2
0
0
3（
平

成
1
5
）
.４

.１
生

ま
れ

の
者

②
2
0
0
3（

平
成

1
5
）
.４

.２
以

降
生

ま
れ

で
（
ア
）大

学
卒

の
者

及
び

2
0
2
5（

令
和

７
）
.３

ま
で

に
大

学
卒

見
の

者
並
び
に
人
事

院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

（
イ
）短

大
又

は
高

専
卒

の
者

及
び

2
0
2
5（

令
和

７
）
.３

ま
で

に
短

大
又

は
高

専
卒

見
の

者
並

び
に

人
事

院
が

こ
れ

ら
の

者
と

同
等

の
資

格
が

あ
る

と
認

め
る

者
（

注
）
外

国
の

国
籍

を
有

す
る

者
は

、
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

３
.2
2 （
金
）

～

４
.５
（
金
）

〔
２
.1
5 （

木
）〕

第
１

次
６
.１
（

土
）
・

２ （
日

）
７
. １
（
月
）

第
２

次
７
.1
6 （
火

）
～

７
.2
5（

木
）

８
. 1
4（
水
）

 
総

合
職

試
験

相
当

及
び

一
般

職
試

験
（

大
卒

程
度

試
験

）
相

当
の

試
験

 

試
験
の
程
度

区
　
分

試
験

の
名

称
問

合
せ

先
電
話
（
代
表
）

受
付
期
間

総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
）
相
当

獣
医
学

厚
生
労
働
省
獣
医
系
技
術
職
員
採
用
試
験

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
人
事
課

（
0
3
）
5
2
5
3
-
1
1
1
1

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

農
林
水
産
省
獣
医
系
技
術
職
員
採
用
試
験

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
秘
書
課

（
0
3
）
3
5
0
2
-
8
1
1
1

４
月
上
旬
～
５
月
上
旬

総
合
職
試
験

（
大
卒
程
度
試
験
）
相
当

意
匠
学

特
許
庁
意
匠
審
査
職
員
採
用
試
験

特
許
庁
総
務
部
秘
書
課

（
0
3
）
3
5
8
1
-
1
1
0
1

２
月
５
日（

月
）～

３
月
４
日（

月
）

一
般
職
試
験

（
大
卒
程
度
試
験
）
相
当

畜
　
産

農
林
水
産
省
畜
産
系
技
術
職
員
採
用
試
験

農
林

水
産

省
畜

産
局

畜
産

振
興

課
（

0
3
）
3
5
0
2
-
8
1
1
1

４
月
上
旬
～
５
月
上
旬

水
　
産

農
林
水
産
省
水
産
系
技
術
職
員
採
用
試
験

水
産
庁
漁
政
部
漁
政
課

（
0
3
）
3
5
0
2
-
1
9
5
6

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

船
舶
工
学

国
土
交
通
省
船
舶
系
技
術
職
員
採
用
試
験

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
人
事
課

（
0
3
）
5
2
5
3
-
8
1
1
1

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

原
子
力
工
学

原
子
力
規
制
庁
原
子
力
工
学
系
職
員
採
用
試
験

原
子
力
規
制
庁
長
官
官
房
人
事
課

（
0
3
）
3
5
8
1
-
3
3
5
2

３
月
１
日（

金
）～

５
月
中
旬

2
3
-
1
1
-
2
4
5
_
0
1
_
概
要
-
院
卒
・
大
卒
_
D
I
C
2
5
6
-
両
面
オ
モ
テ
ウ
ラ
　
2
0
2
3
.
i
n
d
d
 
 
 
1

2
3
-
1
1
-
2
4
5
_
0
1
_
概
要
-
院
卒
・
大
卒
_
D
I
C
2
5
6
-
両
面
オ
モ
テ
ウ
ラ
　
2
0
2
3
.
i
n
d
d
 
 
 
1

2
0
2
3
/
1
2
/
0
1
 
 
 
1
8
:
2
7
:
4
3

2
0
2
3
/
1
2
/
0
1
 
 
 
1
8
:
2
7
:
4
3

25



〇
 
受
付
期
間
欄
の［

 ］
内
は
、
受
験
案
内
等
の
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
掲
載
日
を
示
し
ま
す
。

〇
 
総
合
職
試
験
の
英
語
試
験
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
加
算
す
る
も
の
で
す
。

○
 
�総

合
職

試
験
（

大
卒

程
度

試
験

）
「

教
養

区
分

」
の

第
２

次
試

験
は
、

第
１

次
試

験
合

格
通

知
書

で
指

定
す
る
連
続
す
る
２
日
間
に
な
り
ま
す
。

〇
 
航
空
管
制
官
採
用
試
験
の
適
性
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試
験
（
多
肢
選
択
式
の
筆
記
試
験
）
と

第
３
次
試
験
（
航
空
管
制
業
務
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
試
験
）
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

試
験

名
受

験
資

格
受
付
期
間

試
験
日

試
験
種
目

合
格
者

発
表
日

試
験
の
区
分

国　 家　 公　 務　 員　 採　 用　 総　 合　 職　 試　 験

（　 院　 卒　 者　 試　 験　 ）

行
政

人
間

科
学

デ
ジ

タ
ル

工
学

数
理

科
学
・

物
理

 ・
地

球
科

学

化
学
・
生
物
・
薬
学

農
業
科
学
・
水
産

農
業

農
村

工
学

森
林
・
自
然
環
境

1
9
9
4（
平

成
６
）.
４
.２

以
降

生

ま
れ

で

①
�大

学
院

修
士

課
程

又
は

専
 

門
職

大
学

院
の

課
程

修
了
 

者
及

び
20
25（

令
和
７
）.
３
 

ま
で

に
大

学
院

修
士

課
程

又
は

専
門

職
大

学
院

の
課

程
修
了
見
込
み
の
者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者

と
同

等
の

資
格

が
あ

る
と

認
め

る
者

２
. ５
（
月
）

～
２
.2
6（
月
）

［
2
0
2
3
年
 

1
2
.2
5（
月
）
］

第　 １　 次

３
. 1
7（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

４
.１
（
月
）

専
門

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

（
法
務
区
分
を
除
く
）

第　 ２　 次

４
. 1
4（
日
）

専
門

試
験

（
記

述
式

）

（
法
務
区
分
を
除
く
）

５
. 2
8（
火
）

４
.3
0（
火
）

～
５
. 1
5（
水
）

政
策

課
題

討
議

試
験

法
務

19
94（

平
成

６
）.
４

.２
以

降

生
ま
れ
で

①
�法

科
大

学
院

の
課

程
修

了

者
で

あ
っ

て
司

法
試

験
に

合
格

し
た

も
の

②
�2
0
2
5
（

令
和

７
）
．３

ま
で

に
法

科
大

学
院

の
課

程

を
修

了
見

込
み

の
者

で

あ
っ

て
司

法
試

験
に

合

格
し

た
も

の

③
�司

法
試

験
予

備
試

験
に

合

格
し

た
者

で
あ

っ
て

司
法

試
験

に
合

格
し

た
も

の

人
物

試
験

英
語

試
験

（ 大　 卒　 程　 度　 試　 験 ）

政
治
・
国
際
・
人
文

法
律

経
済

人
間

科
学

デ
ジ

タ
ル

工
学

数
理
科
学
・
物
理

 ・
地

球
科

学

化
学
・
生
物
・
薬
学

農
業
科
学
・
水
産

農
業

農
村

工
学

森
林
・
自
然
環
境

①
1
9
9
4（
平

成
６

）.
４
.２

～

　
�20
03（

平
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

　
れ

の
者

②
20
03（

平
成
1
5
）
.４
.２

以
降

　
生

ま
れ

で

（
ア
）大

学（
短
大
を
除
く
。以

下
同

じ
。
）
卒

の
者

及
び

20
25（

令
和
７
）
.３

ま
で

に

大
学

卒
見

の
者

（
イ
）人

事
院

が
（
ア
）に

掲
げ

る
者

と
同

等
の

資
格

が
あ

る
と

認
め

る
者

第 １ 次
３
. 1
7（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

４
.１
（
月
）

専
門

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

第　 ２　 次

４
. 1
4（
日
）

専
門

試
験

（
記

述
式

）

５
. 2
8（
火
）

政
策

論
文

試
験

４
. 2
2（
月
）

～
５
. 1
5（
水
）

人
物

試
験

英
語

試
験

教
養

①
1
9
9
4（
平

成
６

）.
４
.２

～

　
�20
05（

平
成
1
7
）
.４
.１

生
ま

　
れ

の
者

②
20
05（

平
成
1
7
）
.４
.２

以
降

　
生

ま
れ

で

（
ア
）大

学（
短
大
を
除
く
。以

下
同

じ
。
）
卒

の
者

及
び

20
25（

令
和
７
）
.３

ま
で

に

大
学

卒
見

の
者

（
イ
）人

事
院

が
（
ア
）に

掲
げ

る
者

と
同

等
の

資
格

が
あ

る
と

認
め

る
者

７
. 2
6（
金
）

～
８
. 1
9（
月
）

［
７
.
２（

火
）］

第 １ 次
９
.2
9（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

1
0
.1
6（
水
）

総
合

論
文

試
験

第　 ２　 次

1
1
.1
6（
土
）

又
は

1
1
.2
3（
土
）

企
画

提
案

試
験

1
2
.1
2（
木
）

1
1
.1
7（
日
）

又
は

1
1
.2
4（
日
）

政
策

課
題

討
議

試
験

人
物

試
験

英
語

試
験

試
験

名
受

験
資

格
受
付
期
間

試
験
日

試
験
種
目

合
格
者

発
表
日

試
験
の
区
分

国 家 公 務 員 採 用 一 般 職 試 験

（ 大 卒 程 度 試 験 ）

行
政

デ
ジ

タ
ル
・
電

気
・
電

子

機
械

土
木

建
築

物
理

化
学

農
学

農
業

農
村

工
学

林
学

①
1
9
9
4（
平

成
６
）.
４
.２
～
�20
03（

平

　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
の

者

②
�2
0
0
3（
平
成
1
5
）.
４
.２

以
降
生
ま

れ
で

（
ア
）大

学
卒

の
者

及
び

2
0
2
5

（
令

和
７

）
.
３

ま
で

に
大

学
卒

見
の

者
並

び
に

人
事

院
が

こ
れ

ら
の

者
と

同
等

の
資

格
が

あ
る

と
認

め
る

者
（
イ
）短

大
又

は
高

専
卒

の
者
 

及
び

2
0
2
5（

令
和

７
）
.
３

ま
で

に
短

大
又

は
高

専
卒

見
の

者
並

び
に

人
事

院
が

こ
れ

ら
の

者
と

同
等

の
資

格
が

あ
る

と
認

め
る

者

２
. 2
2（
木
）

～
３
.2
5（
月
）

［
２
.１
（
木
）］

第 １ 次

６
.２
（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

６
.2
6（
水
）

専
門

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

一
般

論
文

試
験

【
行
政
区
分
】

専
門

試
験

（
記

述
式

）
【
行
政
以
外
の
区
分
】

第 ２ 次

７
. 1
0（
水
）

～
７

. 2
6（
金
）

人
物

試
験

８
. 1
3（
火
）

専　 門　 職　 試　 験

（ 大 卒 程 度 試 験 ）

皇　 宮　 護　 衛　 官

第 １ 次
５

.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

６
.2
6（
水
）

課
題

論
文

試
験

第 ２ 次

７
. ９
（
火
）

～

７
. 1
7（
水
）

人
物

試
験

８
. 1
3（
火
）

身
体

検
査

身
体

測
定

体
力

検
査

法 務 省 専 門 職 員 （ 人 間 科 学 ）

矯
正

心
理

専
門

職
Ａ

（
男

子
に

限
る

）

①
1
9
9
4（
平

成
６
）.
４
.２
～
�20
03（

平
　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
の

者

②
�2
0
0
3（
平
成
1
5
）.
４
.２

以
降
生
ま

れ
で

（
ア
）大

学
（
短
大
を
除
く
。以

下
同

じ
。）
卒

の
者

及
び

20
25（

令
和
７
）.
３
ま
で
に
大
学
卒
見
の
者

（
イ
）人

事
院
が（

ア
）に

掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

第 １ 次

５
.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

６
. 1
8（
火
）

矯
正

心
理

専
門

職
Ｂ

（
女

子
に

限
る

）

専
門

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

法
務

教
官

Ａ
（

男
子

に
限

る
）

①
1
9
9
4（
平

成
６
）.
４
.２
～
�20
03（

平
　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
の

者

②
�2
0
0
3（
平
成
1
5
）.
４
.２

以
降
生
ま

れ
で

（
ア
）大

学
卒
の
者
及
び

20
25（

令
和
７
）
.３
ま
で
に
大
学
卒
見
の
者

並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

（
イ
）短

大
又

は
高

専
卒

の
者
及

び
20
25（

令
和
７
）.
３
ま
で
に
短
大
 

又
は
高
専
卒
見
の
者
並
び
に
人

事
院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

専
門

試
験

（
記

述
式

）

法
務

教
官

Ｂ
（

女
子

に
限

る
）

第 ２ 次

７
.１
（
月
）

～

７
.４
（
木
）

人
物

試
験

８
. 1
3（
火
）

保
護

観
察

官
身

体
検

査
【
保
護
観
察
官

以
外
の
区
分
】

法
務

教
官

Ａ
（

社
会

人
）

（
男

子
に

限
る

）
19
8
4（
昭
和

59
）
.４

.２
～

19
94（

平
成
６
）.
４
.１

生
ま

れ
の

者
身

体
測

定
【
保
護
観
察
官

以
外
の
区
分
】

法
務

教
官

Ｂ
（

社
会

人
）

（
女

子
に

限
る

）

財 務 専 門 官

①
1
9
9
4（
平

成
６
）.
４
.２
～
�20
03（

平
　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
の

者

②
�2
0
0
3（
平
成
1
5
）.
４
.２

以
降
生
ま

れ
で

（
ア
）
大

学
卒

の
者

及
び

2
0
2
5 

（
令
和
７
）
.３
ま

で
に

大
学

卒
 

見
の

者
並

び
に

人
事

院
が
こ
 

れ
ら

の
者
と
同

等
の

資
格

が
 

あ
る
と
認
め
る
者

（
イ
）短

大
又

は
高

専
卒

の
者
 

及
び

20
25
（

令
和
７
）
.３

ま
で

 
に
短
大

又
は

高
専

卒
見

の
者
 

並
び

に
人

事
院

が
こ

れ
ら

の
 

者
と

同
等

の
資

格
が

あ
る
と

認
め

る
者

第 １ 次

５
.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

６
. 1
8（
火
）

専
門

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

専
門

試
験

（
記

述
式

）

第 ２ 次

７
.１
（
月
）

～
７

.４
（
木
）

人
物

試
験

８
. 1
3（
火
）

国 税 専 門 官

国
税

専
門

Ａ

①
1
9
9
4（
平

成
６
）.
４
.２
～
�20
03（

平
　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
の

者

②
�2
0
0
3（
平
成
1
5
）.
４
.２

以
降
生
ま

れ
で

（
ア
）大

学（
短

大
を

除
く
。
以

下
 

同
じ

。
）
卒

の
者

及
び

2
0
2
5
 

（
令

和
７

）
.３

ま
で

に
大

学
卒

見
の

者
（
イ
） 人

事
院
が
（
ア
） に

掲
げ
る
者

と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

第 １ 次

５
.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

６
. 1
8（
火
）

専
門

試
験

（
多
肢
選
択
式
）

専
門

試
験

（
記

述
式

）

国
税

専
門

Ｂ
第 ２ 次

６
.2
4（
月
）

～
７

. ５
（
金
）

人
物

試
験

８
. 1
3（
火
）

身
体

検
査

試
験

名
受

験
資

格
受
付
期
間

試
験
日

試
験
種
目

合
格
者

発
表
日

試
験
の

区
分

専　　 門　　 職　　 試　　 験

食 品 衛 生 監 視 員

①
19
94（

平
成
６
）.
４
.２

～
2
0
0
3（

平
 

　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
で

（
ア
）大

学（
短
大
を
除
く
。以

下
同
 

じ
。
）
に

お
い

て
薬

学
、
畜

産
学

、
 

水
産

学
又

は
農

芸
化

学
の

課
程
 

を
修

め
て

卒
業

し
た

者
及

び
2
0
2
5（

令
和
７
）.
３
ま
で
に
当
該
課

程
を

修
め

て
大

学
卒

見
の

者
（
イ
）都

道
府
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た

食
品

衛
生

監
視

員
の

養
成

施
設

に
お

い
て

所
定

の
課

程
修
 

了
者
及
び

2
0
2
5（
令

和
７
）
.３
ま
で

に
当

該
課

程
修

了
見

込
み

の
者

②
�2
0
0
3（

平
成
1
5
）
.４

.２
以
降
生
ま

れ
で

（
ア
）①

（
ア
）に

掲
げ

る
者

（
イ
）都

道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
 

け
た

食
品

衛
生

監
視

員
の

養
成

施
設

に
お

い
て

所
定

の
課

程
修

了
者
又
は

20
25（

令
和
７
）.３

ま
で

に
当

該
課

程
修

了
見

込
み

の
者

で
、
大
学
卒
の
者
及
び

2
0
2
5（

令
和
７
）.３

ま
で

に
大

学
卒

見
の

者
（
ウ
）人

事
院
が
（
ア
）又

は
（
イ
）に

掲
げ

る
者

と
同

等
の

資
格

が
あ

る
と

認
め

る
者

２
. 2
2（
木
）

～
３
.2
5（
月
）

［
２
.１
（
木
）］

第 １ 次

５
.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多

肢
選

択
式

）

６
.2
6 （
水
）

専
門

試
験

（
記

述
式

）

第 ２ 次

７
. ９
（
火
）

～
７

. 1
7（
水
）

人
物
試
験

８
. 1
3（
火
）

労 働 基 準 監 督 官

労 働 基 準 監 督 Ａ

①
1
9
9
4（

平
成
６
）
.４

.２

～
20
03（

平
成
15
）
.４
.

　
１
生
ま
れ
の
者

②
�20
03（

平
成

15
）.
４
.２

以
降

生
ま

れ
で

（
ア
）大

学
（

短
大

を
除

く
。以

下
同
じ
。）
卒

の

者
及

び
2
0
2
5（

令
和

７
）
.３

ま
で
に
大
学
卒

見
の

者

（
イ
）人

事
院
が（

ア
）に

掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者

第 １ 次

５
.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多

肢
選

択
式

）

６
. 1
8（
火
）

専
門

試
験

（
多

肢
選

択
式

）

専
門

試
験

（
記

述
式

）

労 働 基 準 監 督 Ｂ

第 ２ 次

７
. ９
（
火
）

～
７

. 1
2（
金
）

人
物
試
験

８
. 1
3（
火
）

身
体
検
査

航 空 管 制 官

①
19
94（

平
成
６
）.
４
.２

～
2
0
0
3（

平
 

　
成
1
5
）
.４
.１

生
ま

れ
の

者

②
�2
0
0
3（
平
成
1
5
）.
４
.２

以
降

生
ま

れ
で

（
ア
）大

学
卒

の
者

及
び

2
0
2
5
 

（
令

和
７
）
.３

ま
で

に
大

学
卒

見

の
者

並
び

に
人

事
院

が
こ

れ
 

ら
の

者
と

同
等

の
資

格
が

あ
る

と
認

め
る

者

（
イ
）短

大
又

は
高

専
卒

の
者

及

び
2
0
2
5（

令
和

７
）.
３

ま
で
に
短

大
又

は
高

専
卒

見
の

者
並

び
 

に
人

事
院

が
こ

れ
ら

の
者

と
同

等
の

資
格

が
あ

る
と

認
め

る
者

第 １ 次

５
.2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多

肢
選

択
式

）

６
. 1
8（
火
）

適
性
試
験

外
国

語
試

験
（

聞
き

取
り

）

外
国

語
試

験
（

多
肢

選
択

式
）

第 ２ 次
７

.３
（
水
）

外
国

語
試

験
（

面
接

）
８

. 1
3（
火
）

人
物
試
験

第 ３ 次

８
. 2
2（
木
）

～
８

. 2
3（
金
）

適
性
試
験

10
.２
（
水
）

身
体
検
査

身
体
測
定

海 上 保 安 官

19
94（

平
成
６
）.
４
.２

以
降

生
ま

れ
で

①
�大
学（

短
大

を
除

く
。以

下
同

じ
。）
卒

の
者

及
び

20
25（

令
和

７
）.
３
ま
で
に
大
学
卒
見
の
者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

第 １ 次
５

. 2
6（
日
）

基
礎

能
力

試
験

（
多

肢
選

択
式

）
６

.2
6（
水
）

課
題

論
文

試
験

第 ２ 次

７
. ９
（
火
）

～

７
. 1
7（
水
）

人
物
試
験

８
. 1
3（
火
）

身
体
検
査

身
体
測
定

体
力
検
査

経
験

者
試

験
2
0
2
4（

令
和

６
）
年

７
月

以
降

公
表

予
定

〇
  昨

年
度

か
ら

の
主

な
変

更
点

・
�　

総
合

職
試

験
（

院
卒

者
試

験
）
「

法
務

区
分

」
は
、

こ
れ

ま
で

秋
に

実
施

し
て

い
ま

し
た

が
、

司
法

試
験

の
日

程
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
春
の
院
卒
者
試
験
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
�　
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
）「

行
政
区
分
」
に
「
人
文
系
」
コ
ー
ス
を
創
設
し
、
総
合
職
試
験

(
大
卒
程
度
試
験
）

の
「
政
治
・
国
際
区
分
」
を
「
政
治
・
国
際
・
人
文
区
分
」
に
改
編
し
ま
す
。

2
3
-
1
1
-
2
4
5
_
0
1
_
概
要
-
院
卒
・
大
卒
_
D
I
C
2
5
6
-
両
面
オ
モ
テ
ウ
ラ
　
2
0
2
3
.
i
n
d
d
 
 
 
2

2
3
-
1
1
-
2
4
5
_
0
1
_
概
要
-
院
卒
・
大
卒
_
D
I
C
2
5
6
-
両
面
オ
モ
テ
ウ
ラ
　
2
0
2
3
.
i
n
d
d
 
 
 
2

2
0
2
3
/
1
2
/
0
1
 
 
 
1
8
:
2
7
:
4
3

2
0
2
3
/
1
2
/
0
1
 
 
 
1
8
:
2
7
:
4
3
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◇
給
 
 
与
◇
		



　
 
採
用
当
初
の
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国
家

公
務

員
採

用
試

験
を

受
け

ら
れ

な
い

者
(
1
)
日

本
の

国
籍

を
有

し
な

い
者

　
※
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
も
外
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
は
、外

務
公
務
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
2
)
国

家
公

務
員

法
第

3
8
条

の
規

定
に

よ
り

国
家

公
務

員
と

な
る

こ
と

が
で

き
な

い
者

〇
　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
者
又
は
そ
の
刑
の
執
行
猶
予
の
期
間
中
の
者
そ
の
他
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

〇
　
一

般
職

の
国

家
公

務
員

と
し

て
懲

戒
免

職
の

処
分

を
受

け
、
そ

の
処

分
の

日
か

ら
2
年

を
経

過
し

な
い

者
〇

　
日

本
国

憲
法

又
は

そ
の

下
に

成
立

し
た

政
府

を
暴

力
で

破
壊

す
る

こ
と

を
主

張
す

る
政

党
そ

の
他

の
団

体
を

結
成

し
、
又

は
こ

れ
に

加
入

し
た

者
(
3
)
平

成
1
1
年

改
正

前
の

民
法

の
規

定
に

よ
る

準
禁

治
産

の
宣

告
を

受
け

て
い

る
者
（

心
神

耗
弱

を
原

因
と

す
る

も
の

以
外

）

２
０

２
４

年
度

人
事
院

国
家

公
務

員
採

用
試

験
の

概
要

－
高

卒
程

度
試

験
－

国
家

公
務

員
採

用
一

般
職

試
験
（

高
卒

者
試

験
）

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験（

社
会
人
試
験（

係
員
級
））

皇
宮

護
衛

官
採

用
試

験
（

高
卒

程
度

試
験

）

刑
務

官
採

用
試

験

入
国

警
備

官
採

用
試

験

税
務

職
員

採
用

試
験

航
空

保
安

大
学

校
学

生
採

用
試

験

気
象

大
学

校
学

生
採

用
試

験

海
上

保
安

大
学

校
学

生
採

用
試

験

海
上

保
安

学
校

学
生

採
用

試
験

（
特

別
）

海
上

保
安

学
校

学
生

採
用

試
験

◇
採
用
試
験
の
情
報
◇

　
　

人
事

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

「
国

家
公

務
員

試
験

採
用

情
報

Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ

」
で
御

確
認

く
だ

さ
い

。

◇
地
域
試
験
等
の
休
止
等
◇

 
 
 
 
採

用
予

定
が

見
込

め
な

い
場

合
は

、
一

部
の

地
域

試
験

等
に

つ
い

て
休

止
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

　
　

国
家

公
務

員
採

用
一

般
職

試
験

（
社

会
人

試
験
（

係
員

級
）
）

は
社

会
人

等
を

対
象

と
す

る
試

験
で

す
。

こ
の

ほ
か

、
皇

宮
護

衛
官

採
用

試

　
験
（

高
卒

程
度

試
験

）
、
刑

務
官

採
用

試
験

及
び

入
国

警
備

官
採

用
試

験
に

も
社

会
人

等
を

対
象

と
す

る
試

験
の

区
分

が
あ

り
ま

す
。
こ

れ
ら

の

 
 
試

験
は

採
用

予
定

が
な

い
場

合
は

実
施

し
ま

せ
ん

。

◇
申
込
方
法
◇

 
　

各
試
験
の
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　
 
　 「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
申

込
専

用
ア

ド
レ

ス
」
　
［

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l
］

◇
問
合
せ
先
◇

　
 
①
　

一
般

職
試

験
（

高
卒

者
試

験
）
、

一
般

職
試

験
（

社
会

人
試

験
（

係
員

級
）
）
及

び
税

務
職

員
採

用
試

験

問
　
合
　
せ
　
先

所
 
　
 
　
在
　
　
　
地

電
　
 
 
　
話

人
事

院
北

海
道

事
務

局
〒

0
6
0
-
0
0
4
2
　

札
幌

市
中

央
区

大
通

西
１
２
丁
目

（
0
1
1
）
2
4
1
-
1
2
4
8

人
事

院
東

北
事

務
局

〒
9
8
0
-
0
0
1
4
　

仙
台

市
青

葉
区

本
町
３
－
２
－
２
３

（
0
2
2
）
2
2
1
-
2
0
2
2

人
事

院
関

東
事

務
局

〒
3
3
0
-
9
7
1
2
　

さ
い

た
ま

市
中

央
区

新
都

心
１
－
１

（
0
4
8
）
7
4
0
-
2
0
0
6
～
8

人
事

院
中

部
事

務
局

〒
4
6
0
-
0
0
0
1
　

名
古

屋
市

中
区

三
の

丸
２
－
５
－
１

（
0
5
2
）
9
6
1
-
6
8
3
8

人
事

院
近

畿
事

務
局

〒
5
5
3
-
8
5
1
3
　

大
阪

市
福

島
区

福
島
１
－
１
－
６
０

（
0
6
）
4
7
9
6
-
2
1
9
1

人
事

院
中

国
事

務
局

〒
7
3
0
-
0
0
1
2
　

広
島

市
中

区
上

八
丁

堀
６
－
３
０

（
0
8
2
）
2
2
8
-
1
1
8
3

人
事

院
四

国
事

務
局

〒
7
6
0
-
0
0
1
9
　

高
松

市
サ

ン
ポ

ー
ト
３
－
３
３

（
0
8
7
）
8
8
0
-
7
4
4
2

人
事

院
九

州
事

務
局

〒
8
1
2
-
0
0
1
3
　

福
岡

市
博

多
区

博
多

駅
東
２
－
１
１
－
１

（
0
9
2
）
4
3
1
-
7
7
3
3

人
事

院
沖

縄
事

務
所

〒
9
0
0
-
0
0
2
2
　

那
覇

市
樋

川
１
－
１
５
－
１
５

（
0
9
8
）
8
3
4
-
8
4
0
0

②
　

 上
記
①
以
外
の
試
験

試
　
　
　
験
　
　
　
名

問
　
　
　
　
合
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
先

皇
宮

護
衛

官
（
高
　
卒
　
程
　
度
　
試
　
験
）

皇
宮
警
察
本
部

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.n
pa

.g
o
.jp

/
ko

u
gu

/
re

c
ru

it
/
in

de
x.

h
tm

l

刑
務

官
法
務
省
各
矯
正
管
区
、
各
刑
務
所
、
各
少
年
刑
務
所
、

各
拘
置
所

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
o
j.g

o
.jp

/
ky

o
u
se

i1
/
ky

o
u
se

i_
ky

o
u
se

1
3
.h

tm
l

入
国

警
備

官
出
入
国
在
留
管
理
庁
各
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
、
各

地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
支
局
、
各
入
国
者
収
容
所
入

国
管
理
セ
ン
タ
ー

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

oj
.g

o.
jp

/i
sa

/s
up

pl
y/

re
cr

ui
tm

en
t/

ny
uk

an
_n

yu
ka

n0
6.

ht
m

l

航
空

保
安

大
学

校
学

生
航
空
保
安
大
学
校

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
b
.m

li
t.

g
o
.j
p
/
a
s
c
/
e
x
a
m

/
e
x
a
m

-
s
tu

d
e
n
t.

h
tm

l

気
象

大
学

校
学

生
気
象
大
学
校
、
各
管
区
気
象
台

沖
縄
気
象
台
、
各
地
方
気
象
台

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
c
-
jm

a.
go

.jp
/
m

c
jm

a/
e
du

c
at

io
n
al

/
ad

o
pt

.h
tm

海
上

保
安

大
学

校
学

生
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
保
安
学
校
、

各
管
区
海
上
保
安
本
部
、
大
阪
海
上
保
安
監
部
、

各
海
上
保
安
部

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.k
ai

h
o
.m

lit
.g

o
.jp

/
re

c
ru

it
m

e
n
t/

海
上

保
安

学
校

学
生
（

特
別

）

海
上

保
安

学
校

学
生

試
　
　
　
験
　
　
　
名

給
　

 
　

与
試
　
　
　
験
　
　
　
名

給
　

 
与

一
般

職
試

験
（

高
卒

者
試

験
）

※
　

１
９

９
，
９

２
０

円
税

務
職

員
１

８
６
，
５

９
２

円

一
般

職
試

験
（
社

会
人

試
験

（
係

員
級

）
）

※
約
２
２
５
，
０
０
０
円

～
約
２
８
２
，
０
０
０
円

航
 空

 保
 安

 大
 学

 校
 学

 生
１

７
６
，
５

９
６

円

皇
宮

護
衛

官
（

高
卒

程
度

試
験

）
※
　

２
３

０
，
１

６
０

円
気

象
大

学
校

学
生

１
７

６
，
５

９
６

円

刑
務

官
※
　

２
３

０
，
１

６
０

円
海

上
保

安
大

学
校

学
生

１
６

６
，
６

０
０

円
入

国
警

備
官

※
　

２
３

０
，
１

６
０

円
海

上
保

安
学

校
学

生

（
注

）
１

　
 こ

の
表

は
、
「

一
般

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
法

律
」

の
規

定
に

よ
る

も
の

で
、

※
印

の
額

は
、

東
京

都
特

別
区

に
勤

務
す

る
場

合
に

お
け

る

2
0
2
4
（

令
和

６
）

年
４

月
１

日
の

給
与

の
例

で
す

。

　
一

般
職

試
験

（
社

会
人

試
験

（
係

員
級

）
）

の
額

は
、

高
校

卒
業

後
、

３
０

歳
で

採
用

さ
れ

た
場

合
の

例
で

す
が

、
採

用
前

に
従

事
し

た
職

務
等

の
内

容
・

期
間

の
長

短
等

の
経

歴
に

よ
り

異
な

り
ま

す
。

ま
た

、
税

務
職

員
の

額
は

、
税

務
大

学
校

東
京

研
修

所
（

船
橋

市
）

入
校

時
の

例
、

他
の

大
学

校

及
び

学
校

学
生

の
額

は
、

大
学

校
又

は
学

校
に

入
校

時
の

例
で

す
。

			




２
　

上
記

の
ほ

か
、

次
の

よ
う

な
諸

手
当

が
支

給
さ

れ
ま

す
。

			


扶
養

手
当

・
・
・
・
・
・
扶

養
親

族
の

あ
る

者
に

支
給

。
子

月
額

1
0
,
0
0
0
円

等
		



住
居

手
当

・
・
・
・
・
・
借
家
（
賃
貸
の
ア
パ
ー
ト
等

）
に
住
ん
で
い
る
者
等
に
、
月
額
最
高

28
,
0
0
0
円

			




通
勤

手
当

・
・
・
・
・
・
交

通
機

関
を

利
用

し
て

い
る

者
等

に
、

定
期

券
相

当
額
（

１
箇

月
当

た
り

最
高

5
5
,
0
0
0
円

）
等

本
府

省
業

務
調

整
手

当
・
・
・
・
・
本

府
省

の
業

務
に

従
事

す
る

者
に

、
行

政
（

一
）

１
級

の
場

合
、

月
額

7
,
2
0
0
円

	

期
末

手
当

・
勤

勉
手

当
（

い
わ

ゆ
る

ボ
ー

ナ
ス

）
・
・
・
・
・
・
・
1
年

間
に

俸
給

等
の

約
4
.
5
0
月

分
	

３
　

行
政

執
行

法
人

に
採

用
さ

れ
た

者
に

は
、

行
政

執
行

法
人

が
定

め
た

給
与

が
支

給
さ

れ
ま

す
。

◇
勤
務
時
間
・
休
暇
◇

		


１
　

勤
務

時
間

は
、

原
則

と
し

て
、

１
日

７
時

間
4
5
分

で
、

土
・

日
曜

日
及

び
祝

日
等

の
休

日
は

休
み

で
す

。
		



　
休

暇
に

は
、

年
次

休
暇

（
年

２
０

日
（

４
月

１
日

採
用

の
場

合
、

採
用

の
年

は
１

５
日

）
。

残
日

数
は

２
０

日
を

限
度

と
し

て
翌

年
に

繰
越

し
）

の
ほ

か
、

病
気

休
暇

、
特

別
休

暇
（

夏
季

・
結

婚
・

出
産

・
忌

引
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
）

及
び

介
護

休
暇

等
が

あ
り

ま
す

。
		



　
ま

た
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

（
仕

事
と

家
庭

生
活

の
両

立
）

支
援

制
度

と
し

て
、

育
児

休
業

制
度

等
が

あ
り

ま
す

。
		



２
　

行
政

執
行

法
人

に
採

用
さ

れ
た

者
の

勤
務

時
間

・
休

暇
等

は
、

行
政

執
行

法
人

ご
と

に
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

◇
各
試
験
の
２
０
２
３
年
度
実
施
状
況
◇

	
	

　
国

家
公

務
員

試
験

採
用

情
報

Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ
先
◇

　
人

事
院

人
材

局
試

験
課

（
電

話
（

0
3
）
3
5
8
1
-
5
3
1
1（

内
線

 
2
3
3
2
又

は
2
3
3
3
）
）

2
3
-
1
1
-
2
4
4
_
0
2
_
概
要
-
高
卒
_
D
I
C
3
7
8
-
両
面
オ
モ
テ
ウ
ラ
　
2
0
2
3
.
i
n
d
d
 
 
 
1

2
3
-
1
1
-
2
4
4
_
0
2
_
概
要
-
高
卒
_
D
I
C
3
7
8
-
両
面
オ
モ
テ
ウ
ラ
　
2
0
2
3
.
i
n
d
d
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2
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1
 
 
 
1
3
:
1
1
:
3
2

2
0
2
3
/
1
2
/
0
1
 
 
 
1
3
:
1
1
:
3
2

27



試
験

名
受

験
資

格
受
付
期
間

試
験
日

試
験
種
目

合
格
者

発
表
日

試
験
の
区
分

国 家 公 務 員 採 用 一 般 職 試 験

（ 高 卒 者 試 験 ）

事
務

技
術

農
業

農
業

土
木

林
業

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
２

年
を

経
過

し
て

い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３

ま
で

に
高

校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
に

準
ず

る
と

認
め

る

者

６
. 1
4（
金
）

～
６
. 2
6（
水
）

［
５
.７
（
火
）］

第 １ 次

９
.１
（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
.３
（
木
）

適
性
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

【
事

務
区

分
】

専
門
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

【
事
務
以
外
の
区
分
】

（ 社 会 人 試 験 （ 係 員 級 ） ）

事
務

技
術

農
業

農
業

土
木

林
業

19
84（

昭
和

5
9
）
.４

.２
以

降

生
ま

れ
の

者
（

高
卒

者
試

験
の

①
に

規
定

す
る

期
間

が
経

過
し

た
者

及
び

人
事

院
が

当
該

者
に

準
ず

る
と

認
め

る
者

に
限

る
。
）

作
文
試
験

【
事

務
区

分
】

第 ２ 次

1
0
. ９
（
水
）

～
1
0
. 1
8（
金
）

人
物
試
験

1
1
. 1
2（
火
）

専 門 職 試 験

税 務 職 員

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
３

年
を

経
過

し
て

い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３

ま
で

に
高

校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
に

準
ず

る
と

認
め

る

者

第 １ 次

９
.１
（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
.３
（
木
）

適
性
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

作
文
試
験

第 ２ 次

1
0
. ９
（
水
）

～
1
0
. 1
8（
金
）

人
物
試
験

1
1
. 1
2（
火
）

身
体
検
査

皇 宮 護 衛 官 （ 高 卒 程 度 試 験 ）

護
衛

官

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等
教

育
学

校
を

卒
業

し
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

５
年

を
経

過
し

て
い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令
和

７
）
.３

ま
で

に
高

校
又

は
中

等
教

育
学

校
卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
に

準
ず

る
と

認
め

る
者

７
. 1
6（
火
）

～
７
. 2
5（
木
）

［
６
. 1
2（
水
）］

第 １ 次
９
. 2
2（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
. ９
（
水
）

作
文
試
験

第 ２ 次

1
0
. 2
1（
月
）

～
1
0
. 2
5（
金
）

人
物
試
験

1
1
. 1
9（
火
）

身
体
検
査

護
衛

官

（
社

会
人

）

19
84（

昭
和

5
9
）
.４

.２
以

降

生
ま

れ
の

者
（

護
衛

官
の

①
に

規
定

す
る

期
間

が
経

過
し

た
者

及
び

人
事

院
が

当
該

者
に

準
ず

る
と

認
め

る
者

に
限

る
。
）

身
体
測
定

体
力
検
査

試
験

名
受

験
資

格
受
付
期
間

試
験
日

試
験
種
目

合
格
者

発
表
日

試
験
の
区
分

専　　 　　　 門　　 　　　 職　　 　　　 試　　 　　　 験

刑　　　　 務　　　　 官

刑
務

Ａ
19
95（

平
成
７
）.４

.２
～

2
0
0
7

（
平
成

1
9
）
.４

.１
生

ま
れ

の

男
子

７
. 1
6（
火
）

～
７
. 2
5（
木
）

［
６
. 1
2（
水
）］

第 １ 次

９
. 1
5（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
. ９
（
水
）

作
文
試
験

刑
務

Ａ
（

武
　

道
）

実
技
試
験

【
武

道
区

分
】

刑
務

Ｂ
19
95（

平
成
７
）.４

.２
～

2
0
0
7

（
平
成

1
9
）
.４

.１
生

ま
れ

の

女
子

第 ２ 次

1
0
. 1
7（
木
）

～

1
0
. 2
3（
水
）

人
物
試
験

1
1
. 1
9（
火
）

刑
務

Ｂ
（

武
　

道
）

身
体
検
査

刑
務

Ａ
（

社
会

人
）

19
8
4（
昭
和
59
）.４

.２
～
1
9
9
5

（
平
成

７
）
.４

.１
生

ま
れ

の

男
子

身
体
測
定

刑
務

Ｂ
（

社
会

人
）

19
8
4（
昭
和
59
）.４

.２
～
1
9
9
5

（
平
成

７
）
.４

.１
生

ま
れ

の

女
子

体
力
検
査

【
武

道
以

外
の

区
分

】

入　 国　 警　 備　 官　

警
備

官

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
５

年
を

経
過

し
て

い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３
ま

で
に

高
校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
に

準
ず

る
と

認
め

る

者

第 １ 次

９
. 2
2（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
. ９
（
水
）

作
文
試
験

第 ２ 次

1
0
. 2
1（
月
）

～

1
0
. 2
5（
金
）

人
物
試
験

1
1
. 1
9（
火
）

身
体
検
査

警
備

官
（

社
会

人
）

1
9
8
4（
昭

和
5
9
）.
４
.２

以
降

生
ま

れ
の

者
（

警
備

官
の

①
に

規
定

す
る

期
間

が
経

過
し

た
者

及
び

人
事

院
が

当
該

者
に

準
ず

る
と

認
め

る
者

に
限

る
。
）

身
体
測
定

体
力
検
査

航 空 保 安 大 学 校 学 生

航
空

情
報

科

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
３

年
を

経
過

し
て

い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３
ま

で
に

高
校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
と

同
等

の
資

格
が

あ

る
と

認
め

る
者

第 １ 次
９
. 2
2（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
. ９
（
水
）

学
科
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

第 ２ 次

1
1
. 1
1（
月
）

～

1
1
. 1
4（
木
）

人
物
試
験

1
2
. 1
7（
火
）

航
空

電
子

科
身
体
検
査

身
体
測
定

気 象 大 学 校 学 生

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
２

年
を

経
過

し
て

い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３
ま

で
に

高
校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
と

同
等

の
資

格
が

あ

る
と

認
め

る
者

８
. 2
2（
木
）

～
９
.４
（
水
）

［
６
. 1
2（
水
）］

第 １ 次

1
0
. 2
6（
土
）

学
科
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
2
.６
（
金
）

作
文
試
験

1
0
. 2
7（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

学
科
試
験

（
記

述
式

）

第 ２ 次
1
2
. 1
3（
金
）

人
物
試
験

2
0
2
5
年

１
. 1
6（
木
）

身
体
検
査

試
験

名
受

験
資

格
受
付
期
間

試
験
日

試
験
種
目

合
格
者

発
表
日

試
験
の
区
分

専　　 　　　 門　　 　　　 職　　 　　　 試　　 　　　 験

海 上 保 安 大 学 校 学 生

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
２

年
を

経
過

し
て

い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３

ま
で

に
高

校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
と

同
等

の
資

格
が

あ

る
と

認
め

る
者

８
. 2
2（
木
）

～
９
.４
（
水
）

［
６
. 1
2（
水
）］

第 １ 次

1
0
. 2
6（
土
）

学
科
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
2
.６
（
金
）

作
文
試
験

1
0
. 2
7（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

学
科
試
験

（
記

述
式

）

第 ２ 次

1
2
. 1
3（
金
）

人
物
試
験

2
0
2
5
年

１
. 1
6（
木
）

身
体
検
査

身
体
測
定

体
力
検
査

海 上 保 安 学 校 学 生 （ 特 別 ）

船
舶

運
航

シ
ス

テ
ム

課
程

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
1
3
年

を
経

過
し

て
い

な
い

者
及

び
2
0
2
4（

令

和
６

）
.９

ま
で

に
高

校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

 ②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
と

同
等

の
資

格
が

あ

る
と

認
め

る
者

２
. 2
2（
木
）

～
３
. 1
1（
月
）

［
２
.１
（
木
）］

第 １ 次
５
. 1
2（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

５
.3
1（
金
）

作
文
試
験

第 ２ 次

６
.５
（
水
）

～

６
. 2
6（
水
）

人
物
試
験

７
. 2
6（
金
）

身
体
検
査

身
体
測
定

体
力
検
査

海 上 保 安 学 校 学 生

一
般

課
程

①
�2
0
2
4（
令
和
６
）
.４

.１
に

お
い

て
高

校
又

は
中

等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
1
2
年

を
経

過
し

て
い

な
い

者
及

び
2
0
2
5（

令

和
７

）
.３

ま
で

に
高

校

又
は

中
等

教
育

学
校

卒

見
の

者

②
�人

事
院

が
①

に
掲

げ
る

者
と

同
等

の
資

格
が

あ

る
と

認
め

る
者

７
. 1
6（
火
）

～
７
. 2
5（
木
）

［
６
. 1
2（
水
）］

第 １ 次

９
. 2
2（
日
）

基
礎
能
力
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

1
0
. ９
（
水
）

学
科
試
験

（
多

肢
選

択
式

）

【
一
般
課
程
を
除
く
】

作
文
試
験

【
一

般
課

程
の

み
】

航
空

課
程

第 ２ 次

1
0
. 1
5（
火
）

～

1
0
. 2
4（
木
）

人
物
試
験

【
航

空
課

程
を

除
く

】

1
1
. 1
9（
火
）

身
体
検
査

管
制

課
程

身
体
測
定

体
力
検
査

第 ３ 次 （ 航 空 課 程 の み ）

1
1
. 3
0（
土
）

～

1
2
. 1
0（
火
）

人
物
試
験

2
0
2
5
年

１
. 1
6（
木
）

海
洋

科
学

課
程

身
体
検
査

適
性
検
査

〇
　
昨
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点

 
・
�　
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
受
付
期
間

7
.
1
6（

火
）
～

2
5（

木
）
）
に
つ
い
て
は
、「
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
」

を
廃
止
し
、
「
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
」
の
名
称
を
「
一
般
課
程
」
に
変
更
し
ま
す
。

〇
 
　
受
付
期
間
欄
の
［
　
］
内
は
、
受
験
案
内
等
の
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
掲
載
日
を
示
し
ま
す
。

〇
 
　
区
分
試
験
又
は
地
域
試
験
に
つ
い
て
、
採
用
予
定
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、
休
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
 
�　
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
の
第
３
次
試
験
は
、
航
空
課
程
の
み
実
施
し
ま
す
。
（
他
の
課
程
は
第
２
次
試
験
ま
で
で
す
。
）

　
 
�　
な
お
、
航
空
課
程
の
身
体
検
査
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
試
験
と
第
３
次
試
験
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。
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初任給

代表的な手当

　　通勤手当→交通機関を利用して通勤している者等に、定期券相当額１箇月当たり最高５５，０００円

　　住居手当→借家（賃貸のアパート等）に住んでいる者等に、月額最高２８，０００円

　　扶養手当→扶養親族のある者に、子月額１０，０００円等

　　期末・勤勉手当（ボーナス）→１年間に俸給等の約４．５月分

○勤務時間

給与、勤務時間、休暇について

 ○給与 （令和５年４月１日以降）

１９６，２００円

１６６，６００円

一般職試験（大卒程度試験）
（行政（一）１－２５の場合）

一般職試験（高卒者試験）
（行政（一）１－５の場合）

※　防衛省（特別職）、行政執行法人等に採用された場合の給与、勤務時間、休暇等については、別
　途、防衛省、行政執行法人等ごとに定められた規定によります。

●介護休暇

　原則として、１日７時間４５分（週３８時間４５分）、土・日曜日及び祝日等の休日は休みです。
　なお、採用先によっては、交替制勤務（週３８時間４５分）となる場合があります。

　　原則として、１年間で２０日（４月１日採用の場合、採用の年は１５日）。残日数は２０日を限度
　として翌年に繰越しでき、年に最高で４０日。

○休暇

　　職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり、勤務しないことがやむを得ないと認められ
　る場合。

　　夏季休暇、職員が結婚する場合、出産する場合、親族が死亡した場合、ボランティア活動に参
　加する場合等。

　　配偶者、父母、子等が負傷又は老齢等により介護が必要な場合。

●年次休暇

●病気休暇

●特別休暇
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・志望官庁から採用の内定を得ることで、あなたも国家公務員の仲間入り！

・「最終合格＝採用」ではありません。各府省での面接などを受ける必要がありますので、希
望する府省等を積極的に訪問しましょう。官庁訪問は、志望する府省等に関する知識を深め
るとともに、試験合格後の採用に向けての自己ＰＲの重要な機会となります。

・最終合格者の受験番号は、インターネットでご確認ください。
※詳細については、第１次試験で配布される受験心得でご確認ください。

　採用までの流れ
　　　　　　　　　　～　一般職試験（大卒程度）～

・人物試験です。
・試験開始時刻を確認して、余裕を持って試験会場にお越しください。

・試験の申込みは「インターネット申込み」をご利用ください。（Ｐ３１を参照）
　※インターネット申込みに関する問合せは、人事院人材局試験課（電話（03）-3581-5311
　　（内線2332（大卒程度試験））までご連絡ください。

・筆記試験です。
・顔写真を貼った受験票、筆記用具を忘れずに。
・受付開始時刻を確認して、余裕を持って試験会場にお越しください。

・第１次試験合格者の受験番号は、インターネットでご確認ください。
　※詳細については、第１次試験で配布される受験心得でご確認ください。

受験申込み

第１次試験

第１次試験合格発表

第２次試験

最終合格発表

採用（内定）

官庁訪問
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・業務説明会は、志望する官庁等に関する知識を深めることができる重要な情報収集の機会
です。ぜひ多くの官庁の業務説明会にご参加ください。

・最終合格者の受験番号は、インターネットでご確認ください。
※詳細については、第１次試験で配布される受験心得でご確認ください。

・志望官庁から採用の内定を得ることで、あなたも国家公務員の仲間入り！

・「合格＝採用」ではありません。最終合格後に志望官庁の採用面接を受けて採用の内定を
得る必要があります。希望する官庁には積極的に自己ＰＲしてください。

　採用までの流れ
　　～　一般職試験（高卒者及び社会人（係員級））～

・試験の申込みは「インターネット申込み」をご利用ください。（Ｐ３１を参照）
　※インターネット申込みに関する問合せは、人事院人材局試験課（電話（03）-3581-5311
　　（内線2333（高卒程度試験））までご連絡ください。

・筆記試験です。
・顔写真を貼った受験票、筆記用具を忘れずに。
・受付開始時刻を確認して、余裕を持って試験会場にお越しください。

・第１次試験合格者の受験番号は、インターネットでご確認ください。
　※詳細については、第１次試験で配布される受験心得でご確認ください。

・人物試験です。
・試験開始時刻を確認して、余裕を持って試験会場にお越しください。

受験申込み

第１次試験

第１次試験合格発表

第２次試験

最終合格発表

採用（内定）

業務説明会

採用面接
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インターネット
　　　申込みに

まずは、人事院沖縄事務所の
ホームページを検索！！

ページ下部へスクロール
インターネット申込みの入力画面は各試
験の申込期間にしかアクセスできない
ので、事前に「インターネット申込みの説
明」や「パソコンの利用環境のチェック」
の確認、また、受験案内をダウンロード
し、申込方法を把握しておこう。

インターネット申込みは、

「事前登録」 と 「申込み」

の二段階なので注意！

①事前登録 → ②申込み
※①をすでに他の試験で行ってい

る場合は、直接②へ

Let'ｓ Tｒｙ ！

人事院沖縄事務所 検索
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沖縄管内の
採用状況等
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一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
技
術
系
区
分
機
関
別
採
用
・
内
定
状
況
一
覧
〔
令
和
３
年
～
令
和
５
年
度
〕

（
令

和
５

年
12

月
31

日
時

点
）

区
分
別
・
機
関
別

試
験
地
：
那
覇
市

試
験
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名
簿
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土

交
通

省
1

気
象
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4
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防
衛
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1
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3
4

6
3

3
2
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9

2
0

0
2

2
2

5
1

4
5

8
7

4
3

2
5

5
2

2

化
学

農
学

農
業

農
村

工
学

沖
縄

地
区

税
関

大
阪

航
空

局
那

覇
空

港
事

務
所

沖
縄

総
合

事
務

局

府
省

名
機

関
名

沖
縄

防
衛

局

物
理

沖
縄

気
象

台

計

（
注

）
令

和
５

年
12

月
末

日
時

点
に

お
い

て
、

機
関

別
に

採
用

・
内

定
が

判
明

し
て

い
る

も
の

を
計

上
し

て
い

る
。

   
   

  地
方

出
先

機
関

(沖
縄

管
内

を
除

く
）

デ
ジ

タ
ル

・
電

気
・

電
子

機
械

土
木

建
築

   
   

  法
務

省

   
   

  経
済

産
業

省

   
   

  原
子

力
規

制
庁

   
  

 デ
ジ

タ
ル

庁

本
府

省
採

用

   
   

  気
象

庁

   
   

  林
野

庁

   
   

  農
林

水
産

省

林
学
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一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
「
技
術
沖
縄
」
機
関
別
採
用
・
内
定
状
況
一
覧
〔
令
和
３
年
～
令
和
５
年
度
〕

機
関
別

（
令
和
５
年
12
月
31
日
時
点
）

府
省

名
令

和
5年

度
令

和
4年

度
令

和
３

年
度

内
閣

府
2

2

財
務

省
1

1

4
4

3

6
7

4

（
注

）
 

令
和

５
年

12
月

末
日

時
点

に
お

い
て

、
機

関
別

に
採

用
・

内
定

が
判

明
し

て
い

る
も

の
を

計
上

し
て

い
る

。

計

防
衛

省

   
陸

上
自

衛
隊

西
部

方
面

総
監

部

沖
縄

防
衛

局

沖
縄

地
区

税
関

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

   
名

簿
年

度
機

関
名

沖
縄

総
合

事
務

局

国
家

公
務

員
採

用
試

験
イ

メ
ー

ジ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
KO

Hち
ゃ

ん

36



沖縄地区官庁ＯＰＥＮセミナー 理工系の国家公務員研究セミナー
（R6.3/1～5開催予定（土日を除く）） （R6.2/16開催予定）

国家公務員研究セミナー 高校生のための国家公務員研究セミナー
(R6/1/22～23開催) （R6.2/26開催予定（オンライン））

2023年度開催の様子 2022年度開催の様子（オンライン）

2022年度開催の様子（オンライン）

※2024年度もイベントを開催する予定です。開催１ヶ月前をめどに人事院沖縄事務所のホーム
ページに詳細な情報を掲載する予定です。
　 興味がある方はこちらまで↓↓↓↓↓↓

     https://www.jinji.go.jp/okinawa/12shiken02.html

公務に興味がある高校生向けに、各機関
から業務内容及び仕事のやりがいが聞け
ます。各種専門職試験（高卒程度）の説明
もありますので、様々な機関の話を聞いて
視野を広げましょう。

人事院沖縄事務所のイベント情報

人事院沖縄事務所では、皆さまが国家公務員に興味を持ち、将来の職業選択
の一助としていただきたく、次のとおりさまざまなイベントを開催しています。

公務の現場を直接訪問し、職場見学や職
員との座談会等を行い、職場の雰囲気を
感じ取ることができるセミナーです。

公務に興味がある理工系の大学生及び高
校生向けに、各機関の若手職員から業務
内容及び仕事のやりがいが聞けます。
様々な機関の話を聞いて視野を広げま
しょう。

 2022年度開催の様子

各機関の人事担当者から直接、国家公務
員の仕事内容が聞けます。様々な機関の
話を聞いて視野を広げましょう。
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人事院沖縄事務所
那覇市樋川１－１５－１５

ＴＥＬ ０９８－８３４－８４００
ＨＰ httpｓ://www.jinji.go.jp/okinawa/

編集：調査課（任用・試験担当）
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